
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
を
め
ぐ

っ

ー
ー
ー
第
二
衣
世
界
大
戦
に
お
け
る
イ
ン
ド
民
族
運
動
と
日
本
1

1

て

長

崎

暢

子

は

じ

め

に

|

|
問
題
の
所
在
|

|

第
一
章
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
成
立
の
経
緯

第
二
章
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
構
想
と
自
由

第
三
章
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
「
承
認
」
に
つ
い
て

第
四
章
ア
ン
ダ
マ
ン

・ニ

コ
バ
ル
諸
島
の
イ
ン
ド
領
土
化
に
つ
い
て

第
五
章
信
任
状
に
つ
い
て

結

語

- 33-

t主

じ

め

に
ー
ー
問
題
の
所
在

|

|

「自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
」
と
は
日
本
統
治
下
の
ジ
ン
ガ
ポ
l
ル
に
、

イ
ン
ド
民
族
運
動
の
指
導
者
、

ス
パ

l
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ

・
ボ
l
ス

(以
下
ポ
l
ス
と
略
記
)
を
首
班
と
し
て

一
九
四
三
年
に
成
立
し
た
俵
政
府
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
流
れ
の

一
環
と
み
る
立
場
と
そ
の
逆
に
ア
ジ
ア
濁
立

231 

に
貢
献
し
た
と
す
る
立
場
と
が
あ
る
。
そ
の
際
重
要
な
焦
貼
が
、
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
を
ど
う
捉
え
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は
ボ

1
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ス
の
自
由
イ
ン
ド
懐
政
府
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
す
な
わ
ち
日
本
の
健
個
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
を
主
張
し
て
い
た
人
々
は
最

近
で
は
す
こ
し
ず
つ
軌
道
修
正
し
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ボ

I
ス
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
そ
の
際
必
ず
し
も
自
由
イ
ン
ド
侵

政
府
の
性
格
や
そ
れ
と
日
本
と
の
閥
係
の
質
態
を
史
料
的
、
質
詮
的
に
明
ら
か
に
し
て
軌
道
修
正
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
ボ
l
ス
ら
の

動
き
と
イ
ン
ド
本
園
の
民
族
運
動
(
こ
の
場
合
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
連
帯
し
た
運
動
と
さ
れ
て
い
る
)
と
の
一
見
矛
盾
す
る
関
係
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

日
本
が
イ
ン
ド
の
濁
立
に
貢
献
し
た
と
す
る
設
に
あ
っ
て
は
、
日
本
軍
が
園
際
法
上

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
他
方
、

か
ら
も
合
法
的
な
自
由
イ
ン
ド
恒
政
府
を
樹
立
さ
せ
た
事
質
を
日
本
の
貢
献
の

一
つ
の
根
撲
に
し
て
い
る
。
第
二
女
大
戦
嘗
時
も
自
由
イ
ン
ド

偲
政
府
は
日
本
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ー
、

ピ
ル
マ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
J
'
、

ク
ロ
ア
チ
ア
、
中
華
民
国
南
京
政
府
、
満
洲
園
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
た
と
し
て
、
極
軸
園
側
で
は
合
法
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
に
み
え
る
。

第
二
次
大
戦
後
、

四
五
年
一
一
月
五
日
か
ら
同
年
二
一
月
一
三
日
ま
で
イ
ン
ド
園
民
軍
将
校
を
裁
い
た
所
調
「
第
一
衣
イ
ン
ド
園
民
軍
裁

イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
っ
て
①
イ
ギ
リ
ス
園
王
に
劃
す
る
戦
争
を
行
な
っ
た
罪
、
②
殺
人
お
よ

び
殺
人
数
唆
を
問
わ
れ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
三
人
の
将
校
は
、
①
に
つ
い
て
、
園
際
法
に
基
づ
き
、

「
従
属
園
民
が
そ
の
自
由
の
た
め
に
戦

- :'14ー

判
」
が
行
な
わ
れ
た
。
イ
ン
ド
園
民
軍
将
校
達
は
、

手
を
遂
行
す
る
権
利
」
を
掲
げ
て
法
廷
を
闘
っ
た
。
そ
の
際
、
首
席
癖
護
人
の

B
・
デ
サ

l
イ
ー
は
、
イ
ン
ド
園
民
軍
兵
が
私
兵
で
な
く
イ
ン

ド
園
民
軍
法
(
円ロ全

E
Zさ
自
己
〉
ロ
ミ
〉
♀
〉
に
も
と
づ
く
組
織
さ
れ
た
軍
隊
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
軍
は
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
と
い
う
正
式

に
成
立
し
た
政
府
と
新
園
家
の
命
令
に
よ
っ
て
戦
っ
た
の
で
あ
る
と
そ
の
正
首
性
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
政
府
が
極
軸
諸
固
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
、
こ
の
政
府
が
戦
争
途
行
を
す
る
権
利
が
あ
る

2
a
m
ro
o仏
で
あ
る
誼
按
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
由
イ
ン
ド

恒
政
府
の
成
立
に
と
も
な
い
、
成
立
し
た
図
家
が
軍
隊
を
も
ち
、
そ
の
正
規
の
軍
隊
が
行
な
っ
た
殺
人
行
震
が
す
な
わ
ち
戦
争
で
あ
る
か
ら
②

(
1
)
 

の
殺
人
お
よ
び
殺
人
数
段
も
成
立
し
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
承
認
を
日
本
人
と
し
て
誼
言
し
た
の
は
鼎
護

津
田
廉
三
、
蜂
谷
輝
雄
(
以
上
外
務
省
〉
、

機
関
の
責
任
者
た
る
藤
原
岩
市
は
詮
言
し
て
い
な
い
。
藤
原
岩
市
が
詮
言
し
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
書
も
あ
る
が
閲
遠
い
で
あ
る
)
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
親

側
の
誼
人
と
し
て
出
廷
し
た
太
田
三
郎
、

松
本
俊
一
、

片
倉
衷
〈
陸
軍
〉
で
あ
っ
た
(
た
だ
し
藤
原



〈

2
〉

貼
は
縫
承
さ
れ
、
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
は
合
法
的
、
正
嘗
性
の
あ
る
政
府
だ
っ
た
と
す
る
見
解
が
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
二
つ
に
分
か
れ
る
評
債
が
あ
り
、
多
く
の
著
作
に
お
い
て
燭
れ
ら
れ
て
き
な
が
ら
、

壁
方
の
親
貼
を
ふ
く
め
、
こ
れ
ま
で
そ
の
賓
態
は
い
ま

一
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
賦
況
に
鑑
み
、
主
と
し
て
日

さ
ら
に
そ
れ
と
イ
ン
ド
圏
内
の
民
族
運

(

3

)

 

動
と
の
関
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
日
本
と
ア
ジ
ア
の
関
係
の
一
面
に
光
を
あ
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
側
の
責
料
、

お
よ
び
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
り
、
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
の
性
格
と
日
本
軍
と
の
関
係
、

第
一
章

自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
成
立
の
経
緯

一
九
三
九
年
九
月
、
欧
州
大
戦
が
始
ま
っ
た
と
き
、

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
下
の
イ
ン
ド
は
、
連
合
軍
の
側
に
立
ち
、
直
ち
に
参
戦
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
参
戦
は
イ
ン
ド
人
の
意
志
を
問
う
事
無
く
行
な
わ
れ
た
(
例
え
ば
、
す
で
に
イ
ン
ド
人
に
よ
る
州
政
府
、
州
議
舎
が
成
立
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
こ
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
リ
ン
リ
ス
ゴ
l

・
イ
ン
ド
総
督
に
よ
っ
て
自
動
的
に
参
戦
が
決
定
さ
れ
た
)
と
し
て
イ
ン
ド
園

- 35ー

民
舎
議
涯
は
抗
議
し
、
改
め
て
戦
争
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
納
得
の
ゆ
く
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
政
権
を

掌
握
し
て
い
た
八
州
に
お
い
て
内
閣
を
綿
辞
職
し
た
。

イ
ン
ド
民
族
運
動
は
績
い
て
ガ
ン
デ
ィ

1
指
導
下
に
反
英
の
個
人
的
不
服
従
運
動
を
展
開
し
た
が
、
思
想
心
情
的
な
支
持
は
植
軸
園
に
で
な

く
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
連
合
園
側
に
あ
っ
た
た
め
、
反
英
運
動
の
切
っ
先
は
鈍
り
、
形
だ
け
の
運
動
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
だ
れ
の
目

に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
封
し
、
反
英
を
第
一
の
目
標
と
し
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
戦
い
を
第
二
に
お
い
た
ボ
l
ス
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
今
こ

そ
反
英
運
動
の
好
機
だ
と
し
て
、
大
規
模
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
舎
議
涯
主
流
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
ま
た
い
ち

早
く
逮
捕
さ
れ
て
猫
自
の
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
投
獄
中
の
身
を
断
食
を
以
て
億
四
押
放
を
か
ち
と
り
、
さ
ら
に
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イ
ギ
リ
ス
官
憲
の
目
を
潜
っ
て
億
四
梓
放
中
の
自
宅
か
ら
も
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
彼
が
一
丹
び
現
わ
れ
る
の
は
四
一
年
四
月
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
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て
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
か
ら
反
英
放
迭
の
叫
び
を
あ
げ
る
こ
と
で
イ
ン
ド
圏
内
の
民
族
運
動
に
影
響
を
興
え
た
の
で
あ
る
。

一方、

四
一
年
一
二
月
に
日
本
が
英
米
に
開
戦
し
、

ア
ジ
ア
で
も
太
卒
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、

日
本
は
英
印
軍
内
の
イ
ン
ド
兵
工
作
と
、
東

南
ア
ジ
ア
の
印
僑
工
作
と
の
た
め
に
イ
ン
ド
濁
立
を
表
明
し
、
イ
ン
ド
兵
捕
虜
の
中
か
ら
モ

l
ハ
ン
・
シ
ン
を
司
令
官
と
す
る
イ
ン
ド
園
民
軍

(
4〉

を
結
成
さ
せ
た
。
四
二
年
五
月
、
日
本
軍
が
ビ
ル
マ
を
席
巻
し
、
イ
ン
ド
と
の
園
境
に
ま
で
迫
っ
た
と
き
、
イ
ン
ド
園
民
軍
も
日
本
軍
と
と
も

に
、
イ
ン
ド
領
土
内
へ
進
攻
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
の
東
方
へ
の
意
園
は
あ
く
ま
で
コ

l
カ
サ
ス
を
通
り
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
出
る
こ
と
だ
っ
た
た
め
、
嘗
面
イ
ン
ド
政
策
と
し
て

(

5

)

 

は
、
反
凱
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
イ
ン
ド
軍
を
飛
行
機
で
職
迭
す
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
ド
イ
ツ
の
東
方
に
向
か
う
戦
線
が
謬

着
し
始
め
る
と
、
イ
ン
ド
濁
立
に
気
負
い
立
つ
ボ
l
ス
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
戦
線
に
お
い
て
日
本
側
に
い
る
イ
ン
ド
園
民
軍
と
行
動
を
と
も
に

一方、

す
る
べ
く
四
三
年
二
月
、

U
ボ
l
ト

1
9
0
慌
で
キ
l
ル
軍
港
を
護
ち
、

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
沖
で
日
本
の
海
水
艦
に
乗
り
換
え
、

四
三
年
五
月
六
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日

ス
マ

ト
ラ
の
サ
バ
ン
島
に
上
陸
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
ア
ジ
ア
で
は
、
結
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
園
民
軍
が
、

日
本
軍
と
針
等
な
同
盟
関
係
、

イ
ン
ド
準
攻
以
外
の
作
戦
へ
の
不
参

加
な
ど
を
主
張
し
て
日
本
に
劃
す
る
不
信
を
募
ら
せ
、
園
民
軍
解
瞳
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
再
建
し
、

イ
ン
ド
園
民
軍

兵
士
た
ち
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
止
め
る
大
物
政
治
家
が
日
本
に
と
っ
て
も
必
要
と
さ
れ
て
レ
た
の
で
あ
る
。
ボ
l
ス
は
ア
ジ
ア
に
到
着
後
直
ち
に

東
京
に
お
も
む
き
、
東
燦
英
機
首
相
と
六
月
一

O
日
頃
舎
見
し
、
援
助
を
約
束
し
た
日
本
の
協
力
を
得
て
、
上
記
の
と
お
り
、
四
三
年
一

O
月

二
一
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
彼
を
首
班
と
す
る
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
を
成
立
さ
せ
た
。
形
式
的
に
い
う
な
ら
、
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
は
同
日
の

東
ア
ジ
ア
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
の
全
支
部
代
表
か
ら
な
る
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
大
舎
に
お
い
て
成
立
し
た
。
大
禽
席
上
ボ

1
ス
は
こ
う
述
べ
た
。

「
イ
ン
ド
猫
立
連
盟
は
東
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
人
を
代
表
す
る
唯
一
の
機
関
で
あ
り
、
全
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
完
全
な
支
持
を
得
て

い
る
以
上
、
自
由
イ
ン
ド
懐
政
府
を
樹
立
す
る
資
格
が
あ
る
。
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
の
綱
領
に
よ
っ
て
私
に
興
え
ら
れ
た
擢
限
に
よ
り
、
自

(
6〉

由
イ
ン
ド
俵
政
府
を
設
立
す
る
の
は
私
の
仕
事
で
あ
る
。
」



そ
の
日
の
午
後
四
時
、
再
開
さ
れ
た
大
舎
に
お
い
て
、

ボ
l
ス
は
ヒ
ン
ド
ヲ
ス
タ

I
ニ
l
語
で
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
設
立
の
聾
明
を
護
表

し
、
こ
れ
は
同
時
に
タ
ミ
ル
語
に
翻
書
さ
れ
た
。
閣
僚
名
簿
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

園
家
首
席
粂
首
相
、
戦
争
大
臣
、
外
務
大
臣

婦
人
部
長

ボ

l
ス

ラ
ク
シ
ュ
ミ

l

宣
俸
大
臣

S
・
A
・
ア
イ
ヤ

1

財
務
大
臣

A
・

c-
チ
ャ
テ
ル
ジ

l

軍
組
織

ア
ジ
ズ
・
ア
フ
マ
ド
、

N
・

s-
バ

I
ガ
ト
、

J
-
K
・
ボ

l
ン
ス
レ
、

M
-
Z
・
キ

ア
ニ
、

A
・
D
-
ロ
ガ
ナ
タ
ン
、

E
・
カ

i
Jア
ィ
ル
、

シ
ャ
l
・
ナ
ワ
l
ズ
・
ハ
l
ン

書
記
官
長
(
閣
僚
ラ
ン
ク
〉

最
高
顧
問

A
・
M
-
サ
ハ

l
イ

ラ
l
シ
ュ
・
ピ
ハ
l
リ
1

・
ボ
l
ス
(
ス
パ
l
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
と
は
別
人
、

(
7〉

わ
ゆ
る
中
村
屋
の
ボ
I
ス
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
)

L、
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こ
の
自
由
イ
ン
ド
保
政
府
は
戦
闘
機
関
(
百
四
宮
山
田
町

o
a
z
g去
る
と
定
義
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
任
務
を
英
米
一
帝
国
主
義
の
追
放
に
限
定
し

た
。
そ
し
て
そ
の
任
務
成
功
の
暁
に
は
「
イ
ン
ド
人
の
意
志
に
合
致
し
た
永
久
政
府
が
イ
ン
ド
内
に
樹
立
さ
れ
る
」
と
し
た
。
従
っ
て
自
由
イ

ン
ド
保
政
府
の
最
初
の
仕
事
は
英
米
に
宣
戦
布
告
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ボ
l
ス
は
自
由
イ
ン
ド
懐
政
府
樹
立
の
根
擦
を
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
が
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
人
の
完
全
な
支
持
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
求
め

て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
イ
ン
ド
圏
内
の
人
々
の
完
全
な
支
持
を
根
擦
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
園
民
軍
・

自
由
イ
ン
ド
恒
政
府
の
根
擦
と
な
る
人
民
と
は
東
南
ア
ジ
ア
に
農
が
っ
て
住
む
イ
ン
ド
人
を
指
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
自
由
イ
ン
ド
信
政
府

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
無
理
を
き
た
す
と
同
時
に
、
逆
に
い
え
ば
、
あ
る
種
の
副
産
物
的
機
能
|
|
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
人
の
生
命
と
財
産
を
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守
る
ー
ー
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
二
一
章

自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
の
構
想
と
目
的

ボ
l
ス
が
ア
ジ
ア
の
舞
蓋
に
登
場
す
る
前
に
は

モ
l

ハン

・
シ
ン
を
代
表
と
す
る
イ
ン
ド
園
民
軍
の
面
々
も
日
本
軍
も
自
由
イ
ン
ド
偲
政

府
樹
立
の
構
想
を
ま
っ
た
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
以
下
に
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
ボ
l
ス
訪
日
直
前
の
一
九
四
三
年
四

月
一
七
日
、
以
下
の
要
綱
が
決
定
さ
れ
た
。

「
「
ス
バ
l
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
』
は
昭
和
一
七
年
一
月
一

O
日
決
定
の
情
勢
の
進
展
に
と
も
な
う
嘗
面
の
施
策
に
も
と
づ
く
印

(

8

)

 

度
工
作
に
使
用
す
る
も
の
と
す
」

で
は
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
昭
和
一
七
年
の

「
情
勢
の
進
展
に
と
も
な
う
嘗
面
の
施
策
(
連
絡
曾
議
決
定
)
」

に
お
け
る
イ
ン
ド
へ
の
施
策

は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
か
、

を
検
討
し
よ
う
。

- 38ー

昭
和
一
七
年
(
一
九
四
二
年
)
の
「
情
勢
の
進
展
に
と
も
な
う
嘗
面
の
施
策
」
に
お
け
る
イ
ン
ド
施
策
は
「
英
米
と
の
交
通
遮
断
な
ら
び
に
封

英
協
力
の
拒
否
及
び
反
英
運
動
の
積
極
化
を
目
標
と
し
、
作
戦
の
進
展
に
伴
い
、
逐
衣
施
策
を
強
化
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
施
策
」
の

責
任
者
は
大
本
営
た
る
こ
と
を
も
決
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
興
味
深
い
こ
と
に
劉
英
協
力
の
拒
否
と
反
英
運
動
の
強
化
に
閲
す
る
か
ぎ
り
、

日
本
軍
の
政
策
は
イ
ン
ド
民
族
運
動
の
課
題
に
全
く
一
致
し
た
。
け
れ
ど
も
こ
こ
で
は
イ
ン
ド
に
濁
立
を
輿
与
え
る
こ
と
や
自
由
イ
ン
ド
信
政
府

を
樹
立
さ
せ
る
こ
と
な
ど
は
全
く
企
固
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
四
三
年
四
月
の
「
要
綱
」
に
な
る
と
、

ボ
l
ス
を
「
ま
ず
東
京
に
招
致
し
て
工
作
上
の
利
用
債
値
を
判
定
す
る
」
と
あ
る
か
ら
、

ボ
ー

ス
に
闘
し
、
彼
の
力
量
、
利
用
債
値
と
も
に
ま
だ
最
終
的
な
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
際
「
印
度
濁
立
支
援
に
闘
す
る
一
帝
国
朝
野

の
熱
一
意
と
一帝
園
の
園
力
と
を
説
得
せ
し
む
」
と
あ
る
か
ら
、
印
度
濁
立
に
か
ん
し
て
日
本
が
政
府
、
民
間
と
も
に
「
熱
意
」
が
あ
っ
た
こ
と
は

認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
政
策
と
し
て
は
依
然
と
し
て

「
印
度
工
作
」

が
縫
績
し
た
形
で
あ
り
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
針
英
協
力
拒
否

と
反
英
運
動
の
強
化
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
濁
立
支
援
の
た
め
の
政
策
と
い
う
に
し
て
は
、
依
然
と
し
て
自
由
イ
ン



ド
信
政
府
構
想
の
気
配
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
滞
京
期
聞
は
二
カ
月
と
し
」
と
あ
り
、

そ
の
関
東
俊
英
機
首
相
と
の
曾
見
に
お

い
て
「
剣
定
」
が
プ
ラ
ス
と
出
た
場
合
に
は
.と
う
す
る
か
未
定
で
あ
っ
た
。

ボ
l
ス
は
五
月
に
東
京
に
到
着
し
、
二
箇
月
開
精
力
的
に
活
動
し
た
。

は
じ
め
は
懐
疑
的
で
な
か
な
か
舎
お
う
と
さ
え
し
な
か
っ
た
東
傑
英

機
も
、
舎
見
後
は
お
お
い
に
感
銘
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
は
六
月
七
日
、

ボ
l
ス
が
提
出
し
た
重
光
葵
外
相
あ
て
の

費
え
書
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
彼
は
第
一
に
ガ
ン
デ
ィ

I
涯
が
封
英
安
協
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
日
本
の
封
印
作
戦
が
遅
れ
た
た
め

(

9

)

 

イ
ン
ド
圏
内
の
空
気
の
沈
滞
と
イ
ン
ド
園
民
軍
の
士
気
の
沈
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
情
勢
を
分
析
し
、
以
下
の
二
黙
を
提
案
し
た
。

可
及
的
す
み
や
か
に
イ
ン
ド
準
攻
作
戦
を
開
始
す
る
こ
と
、
も
し
全
面
的
準
攻
作
戦
の
貫
施
不
可
能
な
る
と
き
は
「
ア
ッ
サ
ム
」

「
ベ
ン
ガ
ル
」
な
ど
東
部
イ
ン
ド
に
劃
す
る
部
分
的
進
攻
作
戦
を
開
始
す
る
こ
と
。

印
度
濁
立
運
動
に
た
い
す
る
日
本
及
び
そ
の
輿
園
の
強
力
な
る
支
援
を
印
度
内
部
に
反
映
す
る
た
め
、
自
由
印
度
侵
政
府
を
樹
立

- 39ー

し
、
極
軸
園
の
承
認
を
得
る
こ
と
。

こ
こ
で
初
め
て
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
が
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
登
場
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
ボ
l
ス
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
と
き
ボ
l
ス
は
「
一
に
た
い
し
て
は
大
本
替
は
消
極
的
態
度
を
有
し
た
る
も
、
二
に
関
し
て
は
、
一
帝
園
政
府
之
を
考
慮
す
べ
し
と

(

叩

)

の
口
約
を
得
」
た
。
か
く
し
て
彼
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
戻
り
、
積
極
的
に
活
動
を
は
じ
め
た
。
七
月
初
め
、
ボ
l
ス
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
イ
ン

(

江

〉

ド
濁
立
連
盟
議
長
と
イ
ン
ド
園
民
軍
司
令
官
に
な
っ
た
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
側
が
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
樹
立
の
構
想
を
護

表
し
た
の
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
放
、途
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
何
故
こ
の
よ
う
に
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
樹
立
に
熱
心
だ

っ
た
の
か
。
こ
れ
を
理
解
す

る
た
め
に
は
イ
ン
ド
圏
内
の
民
族
運
動
の
賞
時
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
樹
立
は
貫
は
イ
ン
ド
圏
内

の
民
族
運
動
の
課
題
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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ボ
l
ス
は
イ
ン
ド
圏
内
で
こ
の
俵
政
府
樹
立
要
求
を
掲
げ
た
。
す
な
わ
ち
ヨ
l
ロ
γ
パ
で
の
戦
争
勃
護
と
共
に
、

移
結
後
に
イ
ン
ド
憲
法
が
作
ら
れ
る
」
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
に
た
い
し
、
ボ
l
ス
は
嘗
時
の
立
法
参
事
舎

(HEEHFO同
E
E
S
〉

ZOBEU『

)

三
九
年
一

O
月、

「
戦
争
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に
責
任
を
持
つ
偲
政
府
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
直
ち
に
嘗
時
の
曾
議
涯
執
行
委
員
舎
の
要
求
と
な
っ
た
。

一
方
イ
ン
ド
圏
内
で
は
四

O
年
三
月
、

ム
ス
リ
ム
連
盟
が
い
わ
ゆ
る
ラ
ホ
l
ル
決
議
を
採
揮
し
、
パ

l
キ
ス
タ
ー
ン
建
固
に
つ
な
が
る
分
離

園
家
を
要
求
す
る
に
い
た
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
濁
立
と
は
統
一
イ
ン
ド
以
外
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
に
、
こ
れ
以
降
は
二
つ
、
あ
る

い
は
三
つ
の
園
に
分
離
し
て
濁
立
す
る
可
能
性
が
俄
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
こ

の
時
は
ま
だ
分
離
濁
立
の
可
能
性
は
造
か

に
希
薄
で
は
あ
っ
た
。

ボ
l
ス
は
ド
イ
ツ
に
到
着
し
て
約
一
週
開
後
に
ド
イ
ツ
外
務
省
に
イ
ン
ド
濁
立
構
想
を
提
出
し
た
。
そ
の
と
き
も
彼
は

(

ロ

〉

「
自
由
イ

ン
ド
信
政
府
」
を
他
の
項
目
と
一
緒
に
提
出
し
た。

し
か
し
こ
れ
は
ド
イ
ツ
か
ら
は
認
め
ら
れ
ず
、
何
の
回
答
も
ド
イ
ツ
か
ら
は
な

四
一
年
四
月
九
日
、

い
ま
ま
に
お
わ
っ
て
い
る
。イ

ン
ド
民
族
運
動
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
大
戦
下
の
最
後
の
交
渉
と
な
っ
た
ク
リ
ッ
プ
ス
使
節
国
交
渉
に
お
レ
て
は
、
戦
後

の
自
治
を
約
束
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
に
た
い
し
、
ネ
ル
ー
を
は
じ
め
と
す
る
舎
議
涯
の
中
心
的
要
求
の
一
つ
は
、
(
統
一
〉
園
民
政
府
の
即
時
樹

立
で
あ
っ
た
。
具
瞳
的
に
は
イ
ン
ド
人
内
閣
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
争
黙
で
あ
っ
た
。
緊
迫
し
た
交
渉
の
さ
な
か
、
嘗
時
ベ
ル
リ
ン

(

日

〉

に
い
た
ボ
l
ス
は
三
月
二
五
日
と
三

一
目
、
こ

の
問
題
も
含
め
て
公
開
質
問
献
を
放
迭
し
て
い
る
。
結
局
こ
の
交
渉
は
決
裂
し
、
イ

ン
ド
圏
内

四
二
年
に
な
る
と
、

- 40ー

で
の
ネ
ル
ー
に
よ
る
イ
ン
ド
人
内
閣
も
質
現
で
き
ず
に
お
わ
っ
た
。
形
式
論
理
か
ら
い
え
ば
、

」
の
決
裂
し
た
交
渉
の
際
の
要
求
が

八
月
の

ク
ィ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
運
動
の
と
き
の
目
標
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
側
は
イ
ン
ド
連
邦
か
ら
州
の
分
離
権
を

認
め
る
形
で
パ

l
キ
ス
タ

ー
ン
要
求
を
公
認
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
値
政
府
の
樹
立
要
求
は
、
東
ア
ジ
ア
に
や
っ
て
き
た
ボ

I
ス
が
偶
々
考
え
だ
し
た
要
求
で
な
く
、
イ
ン
ド
圏
内
政
治
も
含
め

た
イ
ン
ド
民
族
運
動
の
要
求
項
目
の
焦
貼
の

一
つ
だ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
圏
内
の
民
族
運
動
も
配
慮
し
て
、

あ
え
て
こ
れ
を
提
示
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
が
貫
現
で
き
た
な
ら
、
圏
内
で
賓
現
で
き
な
い
目
標
を
ボ
1

ス
が
最
初
に
圏
外
で
貫
現
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

た
。
い
ま
、
彼
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
質
現
で
き
な
か
っ
た
目
標
を
や
っ
と
貫
現
で
き
た
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
圏
内
で
も
ネ
ル
ー
を
中
心



と
し
た
舎
議
涯
に
よ
る
俵
政
府
の
樹
立
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
今
、
圏
外
で
あ
れ
、
完
全
に
イ
ン
ド
人
を
最
高
指
導
者
と
す
る
自

由
イ
ン
ド
俵
政
府
を
樹
立
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
政
治
的
衝
撃
を
舎
議
涯
と
イ
ン
ド
民
衆
に
興
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
責
績
は
今
後
は
イ
ン

ド
濁
立
が
貫
現
し
て
い
く
際
に
引
き
繕
が
れ
て
い
く
可
能
性
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
れ
が
賓
現
し
た
場
合
に
は
舎
議
涯
が
、

イ
ン
ド
人
の
み
の
統
一
中
央
政
府
樹
立
よ
り
も
低
い
目
標
で
イ
ギ
リ
ス
と
妥
協
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
(
ク
リ
ッ
プ
ス
使
節
で
の
争
黙
の
一
つ
は
イ
ン
ド
人
内
閣
を
作
る
と
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
人
総
督
は
残
る
、
そ
の
場
合
総
督
は
ど

こ
ま
で
権
限
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
だ
っ
た
〉
。

ま
た
も
し
こ
こ
で
統
一
イ
ン
ド
俵
政
府
が
貫
現
し
て
引
き
躍
が
れ
て
い
っ
た
場
合
に
は
、
分
離
濁
立
を
主
張
す
る
人
々
、
と
り
わ
け
ジ
ン
ナ

ー
に
も
お
そ
ら
く
大
き
な
打
撃
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
四
一
年
夏
、
イ
ン
ド
を
脱
出
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
ジ
ン
ナ
l
が
イ
ン
ド
の
分
割
に

(

U

)

 

努
力
し
て
い
た
こ
と
を
奉
げ
た
。
だ
か
ら
統
一
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
寅
現
に
よ
り
分
離
濁
立
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
も
、
圏
内
の
運
動
を

無
論
こ
の
骸
政
府
に
は
傑
件
が
つ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
嘗
面
圏
外
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
印
僑
(
人
〉
に
よ
る
承
認
し
か
受

- 41ー

に
ら
ん
だ
ボ

I
ス
の
目
的
と
見
通
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

け
て
い
な
い
。

イ
ン
ド
園
民
の
支
持
を
う
た
う
た
め
に
は
最
低
限
舎
議
涯
の
承
認
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
舎
議
涯
議
長
に
二
年
も
績

け
て
就
任
し
た
彼
は
嘗
然
こ
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。
だ
が
ボ
l
ス
は
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
が
圏
内
の
人
々
の
心
情
的
な
支
持
を
得
ら
れ
る

こ
と
を
ま
っ
た
く
疑
っ
て
い
な
い
。
成
功
の
噴
に
は
こ
の
ま
ま
「
イ
ン
ド
の
人
々
の
意
志
に
合
致
し
た
永
久
政
府
」
と
し
て
縫
績
す
る
と
信
じ

た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
「
成
功
す
れ
ば
」
と
い
う
巌
し
い
俊
件
が
附
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
危
険
を
彼
は
見
通
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
彼
は
「
歴
史
の
足
跡
に
し
た
が
う
」
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
の
援
る
べ
き
前
例
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
九
一
六
年
の

臨
時
政
府
樹
立
、
第
一
衣
世
界
大
戦
中
の
チ
ェ
コ
、
ト
ル
コ
の
ア
ナ
ト
リ
ア
に
お
け
る
ケ
マ
ル
の
臨
時
政
府
の
例
を
奉
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
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彼
は
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
任
務
を
英
米
一
帝
園
主
義
の
追
放
に
限
定
し
た
が
、
イ
ン
ド
圏
内
の
人
々
に
向
け
て
は
債
政
府
を
ク
ィ
ッ
ト
・
イ

ン
デ
ィ
ア
運
動
の
圏
外
司
令
部
と
せ
よ
、
と
放
、
4
2
で
語
っ
た
。
た
し
か
に
こ
の
時
は
曾
議
涯
指
導
部
全
員
が
ク
ィ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
運
動
の
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開
始
と
共
に
四
二
年
八
月
無
防
備
に
逮
捕
さ
れ
、
指
導
部
の
な
い
運
動
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
時
宜
に
遁
っ
た
指
示
で
あ
っ
た

ろ
う
。
だ
が
、
他
方
四
三
年
一

O
月
に
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
大
衆
運
動
は
存
在
せ
ず
、
局
地
的
な
地
下
運
動
が
細
々
と
績
い
て
レ
る
に
す
ぎ
な

い
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
遅
き
に
失
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
ろ
う。

そ
れ
で
も
な
お
、
園
内
で
終
鷲
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い
た
運

動
に
た
い
し
て
、
新
た
な
刺
激
を
興
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
七
月
終
わ
り
に
ボ
l
ス
は
バ
ン
コ
ク
、
ラ
ン
グ

ー
ン
、

サ
イ
ゴ
ン
へ
と
飛
び
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
ど
る
。
バ
ン
コ
ク
で
は
七
月
二
七
日
、

「
進
め
、
デ
リ

I
へ
」
止
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
採
用
し

た
。
こ
れ
も
ま
た
圏
内
の
イ
ン
ド
人
活
動
家
に
と
っ
て
も
大
き
な
勘
ま
し
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
貫
際
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
日
本
軍
と
の
関
係
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
何
故
な
ら
そ
れ
ま
で
イ
ン
ド
園
民
軍

の
上
部
圏
僅
た
る
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
は

一
個
の
政
治
圏
躍
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
日
本
園
政
府
と
は
劃
等
な
関
係
た
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
は
い
わ
ば
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
の
私
的
な
軍
隊
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
闇
民
軍
の
ス
テ
イ
タ
ス
は
自
由
イ
ン
ド
信
政
府

日
本
軍
と
の
質
質
的
な
卒
等
を
か
ち
と
る
た
め
に
有
数
な
手
段
と
な
っ
た
。

引
用
者
)
に
た
い
し
、

日
本
軍
は
ボ

l
ス
の
こ
う
し
た
考
え
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

(

日

)

一
時
一
頓
挫
」
し
か
け
た
。

そ
の
た
め

「
南
方
組
軍
は
之
(
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
こ
と
|
|
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の
軍
隊
で
あ
る
と
し
て
「
公
的
」
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

極
め
て
冷
淡
な
る
態
度
に
出
た
る
局
、

日
本
か
ら
は
「
東
京
方
面
に
難
色
あ
り
と
さ
れ
、

承
認
に
伴
う
圏
内
手
結
き
を
回
避
し
た
し
」
と
の
報
が
届
い
た
。
こ
れ
に
接
し
、

ボ
l
ス
は
こ
う
訴
え
た
。

日
本
政
府
の
態
度
不
明
確
な
る
と
き
は
、

① 

敵
側
宣
俸
に
利
用
さ
れ
る

印
度
内
外
印
度
人
の
猪
疑
心
を
助
長
し
て
、
濁
立
運
動
に
悪
影
響
を
興
え
る
恐
れ
あ
り
。

(

日

〉

し
た
が
っ
て
、
自
由
イ
ン
ド
恒
政
府
に
「
明
確
な
る
承
認
を
興
え
ら
れ
る
べ
き
旨
、
要
請
」
し
た
。

② 「
結
局
重
光
大
臣
以
下
外
務
側
の
中
央
に
お
け
る
努
力
に
よ
り
、

一
O
月
九
日
、
大
本
営
政
府
連
絡
舎
議
に
お
い
て
後
述
の
決
定
を
採
揮
」

こ
こ
に
ボ
l
ス
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な

し
た
(
承
認
問
題
の
項
に
お
い
て
後
述
〉
。



わ
ち
、
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
の
構
想
は
ボ

1
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、

ボ
l
ス
の
熱
意
に
よ
っ
て
寅
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
貫
現
は
賓
は

イ
ン
ド
圏
内
の
民
族
運
動
の
課
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。

し
か
も
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
が
賓
際
に
賓
現
す
る
と
そ
れ
ま
で
常
に
日
本
軍
と
の
聞
で
も
め
積
け
た
イ
ン
ド
園
民
軍
の
「
劉
等
な
関
係
」
問

題
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
と
は
い
え
史
料
に
よ
る
と
水
面
下
に
や
は
り
問
題
は
残
っ
て
い
た
。
以
下
そ
れ
に
つ
レ
て
記
す
。

第
三
章

自
由
イ
ン
ド
信
政
府
の
「
承
認
」
に
つ
い
て

一
九
四
三
年
一

O
月
二
一
日
、
ボ
l
ス
を
首
班
と
す
る
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
は
成
立
し
、
橿
軸
諸
園
が
承
認
し
た
。
こ
の
と
き
は
連
合
園
の

東
南
ア
ジ
ア
司
令
部
も
再
編
さ
れ
、
リ
ン
リ
ス
ゴ
l
は
一

O
月
二

O
日
、
七
年
半
の
長
き
に
わ
た
っ
た
総
督
任
務
を
終
え
て
ウ
エ
l
ベ
ル
組
督

に
交
替
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

日
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、

こ
の
と
き
イ
ン
ド
園
は
ま
だ
濁
立
し
て
は
い
な
い
。

政
府
の
承
認
と
は
蛍
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然
、
濁
立
園
家
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
濁
立
園
家
と
は
な
に
か
。
園
家
と
い
う
以
上
、
政
治
撃
で
い
う
園
家
の
三
要

素
、
即
ち
園
土
、
園
民
、
統
治
機
構
を
有
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

外
務
省
で
は
、

四
三
年
六
月
一
一
日
、
即
ち
、

ボ
I
ス
と
東
俊
英
機
と
の
初
舎
見
前
後
に
早
く
も
「
自
由
イ
ン
ド
『
臨
時
政
府
』
承
認
に
闘

し
、
法
律
上
の
意
見
」
と
し
て
検
討
に
入
っ
て
い
た
。

外
務
省
史
料
に
よ
れ
ば
、

自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

「
承
認
に
閲
し
て
は
、
園
際
法
上
未
だ
一
定
し
た
る
理
論
存
在
せ
ず
」
と
い
う
立
場
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
「
園
家
の
承
認
前
に
政
府
の
み

を
承
認
す
る
こ
と
に
闘
し
て
は
、
援
る
べ
き
先
例
な
し
」
と
反
封
論
が
あ
っ
た
。
即
ち
「
園
家
は
園
家
の
客
韓
た
る
領
土
お
よ
び
人
民
な
く
し

て
は
存
立
し
得
ず
、
し
た
が
っ
て
全
然
園
家
の
根
擦
を
有
せ
ざ
る
政
府
に
た
い
し
、
承
認
を
輿
う
る
が
ご
と
き
は
、
法
理
上
説
明
し
う
べ
か
ら

(ロ〉

ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

高
一
こ
の
よ
う
な
先
例
を
認
め
る
と
、

日
本
と
し
て
は
嘗
時
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
い
る
ド
ゴ
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ー
ル
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ヴ
ィ
シ
l
政
権
を
す
で
に
認
め
て
い
る
日
本
と
し
て
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
が
た
い
立
場
で
あ
っ

(
羽
)

た
。
し
か
も
も
っ
と
困
っ
た
こ
と
に
重
慶
に
は
朝
鮮
濁
立
政
府
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
理
論
的
根
擦
を
興
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
。
そ
こ
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で
以
下
の
よ
う
な
結
論
が
出
さ
れ
た
。

「
本
件
措
置
は
主
と
し
て
謀
略
宜
俸
上
の
数
果
を
狙
う
戦
略
的
考
慮
よ
り
質
施
せ
ん
と
す
る
も
の
な
る
以
上
、
園
家
の
根
援
を
有
せ
ざ
る

ご
と
き
政
府
を
承
認
す
る
よ
り
も
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
現
在
唯
一
の
自
由
印
度
地
域
た
る
『
ア

ン
ダ
マ
ン
』
諸
島
を
と
り
あ
え
ず
そ

の
領
土
と
せ
し
め
て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
園
家
と
し
て
ま
た
政
府
と
し
て
の
睦
裁
を
整
え
し
む
る
よ
う
す
る
こ
と
、
策
の
得
た
る
も
の

(

川

口

)

な
り
と
い
う
べ

し」。

即
ち
「
純
然
た
る
法
律
問
題
と
す
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
政
治
問
題
と
し
て
差
し
っ
か
え
な
き
も
の
と
認
む
」
と
し
た
。
政
府
の
合
法
的
承
認

を
し
な
い
代
わ
り
に
、
嘗
時
海
軍
が
占
領
し
た
イ
ン
ド
洋
上
の
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
諸
島
を
そ
の
「
領
土
」
と
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で

(

初

)

い
わ
ば
「
事
買
上
の
承
認
」
の
形
式
を
と
ろ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。

あ
る
。と

こ
ろ
が
、

四
三
年
一

O
月
九
日
、
大
本
営
政
府
連
絡
舎
議
は
「
印
度
債
政
府
承
認
に
関
す
る
件
」
を
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
る
。

「
『
ス
パ
ス

・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
』
に
於
い
て
印
度
偲
政
府
樹
立
の
場
合
は
、

(

幻

〉

承
認
の
意
志
を
表
明
す
る
も
の
と
す
。
」
そ
し
て
最
終
的
に
は
「
こ
こ
に
お
い
て
、

印
度
施
策
殊
に
其
の
宣
停
攻
勢
強
化
の
魚
、

帝
園
は
之
が

- 44ー

承
認
せ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果

「印
度
園
民
は
債
政
府
に
麗
し
、

一一帝
園
は
規
定
方
針
に
基
づ
き
、

『ボ
l
ス
』
主
席
の
統
帥
の
下
に
置
か
れ
」
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
月
二
一
一
一
目
、
同
政
府
を

こ
れ
は
一
見
上
記
の
承
認
反
射
論
と
矛
盾
す
る
。

上
記
の
史
料
で
は
濁
立
園
家
に
根
擦
を
置
か
な
い
政
府
を
承
認
す
る
な
、
と
い
う
の
が
外

務
省
の
主
張
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
疑
問
は
そ
の
上
に
記
さ
れ
た
文
章
を
讃
む
と
一
一
層
増
幅
さ
れ
る
。
即
ち
そ
こ
に
は
「
右
に
伴
い
、
偲

(

幻

〉

政
府
と
の
聞
に
は
正
式
園
際
関
係
を
護
生
せ
し
め
ざ
る
こ
と
〈
傍
黙
引
用
者
〉
勿
論
と
す
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

承
認
し
た
も
の
の
、

正
式

国
際
関
係
を
鼓
生
さ
せ
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
を
説
明
す
る
の
は
以
下
の
文
章
で
あ
る
。

「『
ス
パ
ス

・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ

1
ス』

に
お
い
て
印
度
骸
政
府
樹
立
の
場
合
は
、

印
度
施
策
、
こ
と
に
そ
の
宣
俸
強
化
の
魚
、
一帝一園は
こ
れ
が
承
認
の
意
志
を
表
明
す
る
も
の
と
す
。
」

つ
ま
り
宣
俸
強
化
の
震
の
承
認
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。
文
章
は
さ
ら
に
結
く
。

「本
件
承
認
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
:
:
:
自
由
印
度
園
の
成
立
な
き
以
前
に
い
か
な
る
政
府
の
承
認
も
あ
り
え
ず
、
首
時
の
一
帝
国
政



府
整
明
に
も
あ
る
が
ご
と
く
、
結
局
自
由
印
度
債
政
府
を
、
自
由
印
度
侵
政
府
な
る
名
稽
を
有
す
る
圏
瞳
と
し
て
承
認
す
る
と
い
う
意
味

を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
と
い
う
べ
き
な
ら
ん
も
、

ま
た
同
承
認
は
目
下
完
成
途
上
に
あ
る
自
由
印
度
園
の
政
府
の
承
認
と
も
い
う
べ
く
、
換

言
せ
ば
将
来
自
由
印
度
園
成
立
の
場
合
は
右
承
認
は
園
際
法
上
正
常
の
政
府
承
認
と
な
る
べ
き
を
以
て
い
わ
ば
停
止
篠
件
附
の
政
府
承
認

(

お

〉

と
し
て
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
一
種
の
政
府
承
認
と
い
い
う
べ
し
。
公
的
に
は
一
帝
園
政
府
は
こ
の
見
解
を
と
る
こ
と
と
せ
り
。
」

将
来
濁
立
イ
ン
ド
が
成
立
し
た
ら
、
こ
の
懐
政
府
承
認
は
正
式
の
園
際
法
上
の
承
認
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
現
在
に
あ
っ
て
は
「
『
自

由
イ
ン
ド
侵
政
府
』
と
い
う
名
稽
を
有
す
る
圏
瞳
」
の
承
認
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

(

担

)

ま
た
備
考
と
し
て
「
第
三
園
の
本
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
承
認
は
こ
れ
を
妨
げ
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
上
記
の
よ
う
に
桓
軸
諸
園
の

自
由
イ
ン
ド
恒
政
府
承
認
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
ボ
l
ス
の
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
の
樹
立
宣
言
よ
り
以
前
、

自
由
イ
ン
ド
懐
政
府
樹
立
嘗
日
、
第
八
三
国
一
帝
園
議
舎
に
お
い
て
東
俊
英
機
内
閣
総
理
大
臣
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。

一
O
月
九
日
に
す
べ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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「
然
る
に
印
度
の
大
衆
の
み
は
依
然
と
し
て
英
園
の
弾
匿
の
下
に
ま
た
最
近
に
お
い
て
は
米
園
の
野
望
も
加
わ
り
て
言
語
に
絶
す
る
苦
悩

を
蘭
け
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
:
:
:
既
に
印
度
の
志
士
『
ス
パ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ

1
ス
』
氏
の
も
と
に
、
憂
園
の
印
度
人
は
租
園

解
放
の
た
め
に
結
束
し
て
起
ち
上
り
、
去
る
一

O
月
二
一
日
印
度
債
政
府
の
樹
立
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
帯
園
政
府
は
直

ち
に
、
二
三
日
同
政
府
承
認
の
意
志
を
表
明
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
今
後
同
政
府
に
あ
ら
ゆ
る
協
力
と
支
援
と
を
迭
ら
ん
と
す
る
も
の
で

(

お

〉

あ
り
ま
す
。
」

一
帝
園
議
舎
に
お
い
て
も
「
『
自
由
イ
ン
ド
懐
政
府
』
と
い
う
園
瞳
」
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
承
認
の
貫
態
を
ボ
l
ス
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
確
認
は
で
き
な
い
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
撃
を
卒
業
し
、

そ
の
ま
ま
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て

】の・

ω
(
上
級
公
務
員
試
験
)
に
四
番
で
合
格
し
た
ボ
l
ス
で
あ
れ
ば
、

そ
の
こ
と
に
全
く
無
知
で
あ
っ
た
と

243 

は
考
え
ら
れ
な
い
。
承
認
を
回
避
し
た
い
と
の
東
京
か
ら
の
報
に
接
し
、
ボ
l
ス
が
承
認
を
訴
え
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
後
の
ボ
l
ス
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の
警
戒
的
態
度
を
み
て
も
、
す
く
な
く
と
も
あ
る
程
度
は
事
情
を
察
し
て
お
り
、

「
目
下
完
成
途
上
に
あ
る
自
由
印
度
園
」
の
成
立
に
向
け
て

質
質
に
近
附
け
よ
う
と
し
て
い
た
か
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
日
本
政
府
は
「
『
自
由
イ
ン
ド
信
政
府
』
な
る
圏
瞳
」
を
少
し
で
も
質
質
に
近
附
け
る
責
務
を
負
っ
た
形
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
現

質
化
す
る
の
が
以
下
の
ア
ン
ダ
マ
ン

・
ニ
コ

バ
ル
諸
島
の

「
イ
ン
ド
領
土
化
」
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
ビ
ル
マ
(
一

O
月一一一一一日)、

ド
イ
ツ
(
一

O
月
二
八
日
)
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
(
一

O
月
二
九
日
)
、
満
州
園
お
よ
び
中
華
民
園
南
京
政
府
(
二
月
一
日
)
、

イ
タ
リ
ー
(
一
一
月
二
日
)
、

タ
イ
(
一
一
月

一
七
日
)
、

ク
ロ
ア
チ
ア
〈
一
一
月
一
九
日
〉
が
お
の
お
の
同
政
府
を
承
認
し
た
。

「
正
式
の
園
際
闘
係
を
護
生
せ
し
め
な
い
」
と
の
文
言
は
た
と
え
ば
ピ
ル
マ
と
の
開
係
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
具
瞳
的
に
現
わ

れ
た
。
ビ
ル
マ
は
一
九
四
三
年
す
で
に
「
濁
立
」
し
、
津
田
廉
三
大
使
が
涯
遣
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
津
田
康
三
大
使
は
四
三
年
一

O
月
二

O
日

h

】

J

-

J

、

7
7
1L 

パ
1
モ
ウ
穂
理
を
訪
問
し
、
臨
時
政
府
に
閲
し
て
趣
旨
を
説
明
し
た
。
そ
の
と
き
パ
l
モ
ウ
は
承
認
に
同
意
す
る
と
同
時
に

「自
由
イ
ン
ド
回
収
政
府
は
将
来
嘗
地
に
移
り
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
『
ビ
ル
マ
』
政
府
と
し
て
は
こ
れ
と
の
関
係
で
い
か
に
す
べ
き
ゃ
と

問
ひ
た
る
に
つ
き
、
大
使
は
一
帝
園
と
し
て
も
印
度
恒
政
府
と
の
聞
に
は
正
式
園
際
関
係
を
費
生
せ
し
め
ざ
る
方
針
な
れ
ば
、

『
ビ
ル
マ
』

- 46ー

政
府
と
し
て
同
様
に
措
置
せ
ら
れ
、
債
政
府
と
し
て
事
買
上
の
友
好
関
係
を
維
持
せ
ら
る
こ
と
然
る
ベ
し
、

(お〉

こ
れ
を
首
肯
せ
り
。
」

と
述
べ
た
る
に
、
同
総
理
は

お
そ
ら
く
、
各
園
と
も
こ
れ
に
準
じ
た
関
係
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

の
ち
に
日
本
か
ら
波
遣
さ
れ
る
外
交
使
節
は
特
命
全
権
公
使

(
蜂
谷
公
使
)
で
あ
っ
て
大
使
で
は
な
い
し
、

ま
た
ビ
ル
マ
な
ど
恒
政
府
を
承
認
し
た
各
園
か
ら
も
大
使
な
ど
の
外
交
使
節
は
迭
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
ま
た
偲
政
府
の
側
か
ら
も
振
遁
し
て
い
な
い
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
中
立
で
あ
っ
て
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
を
承
認
し
な
か
っ
た

(

幻

)

が
、
議
舎
で
は
第

一
次
世
界
大
戦
中
成
立
し
た
イ
ー
ス
タ

ー
蜂
起
に
仲
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
政
府
の
例
を
引
き
、
承
認
す
る
べ
き
で
は
な
い

も
っ
と
も
興
味
深
い
の
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
臆
だ
っ
た
。

か
、
と
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
中
立
で
あ
る
以
上
、
戦
争
中
の
一
切
の
俵
政
府
を
認
め
な
い
と
し
て
、
最
終
的
に
は
承
認
は
さ
れ
ず



に
お
わ
っ
た
。

四
四
年
春
、

イ
ン
パ

l
ル
作
戦
が
始
ま
り
、
問
題
は
新
た
な
段
階
に
入
る
。
三
月
二
一
二
日
に
は
大
木
管
護
表
に
よ
る
と
「
わ
が
寧
は
印
度
園

印
度
圏
内
に
進
入
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
り
、
」
と
さ
れ
る
に
い
た
り
、

ボ

1
ス
も
四
月

民
軍
を
支
援
し
、
三
月
中
旬
、
園
境
を
突
破
し
、

四
日
の
撃
明
で
「
イ
ン
ド
園
民
軍
は
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
の
指
揮
の
も
と
に
国
境
を
突
破
し
、
イ
ン
ド
領
内
に
進
入
せ
り
」
と
護
表
し
た
。
こ

れ
ら
の
護
表
に
よ
り
、
イ
ン
パ

l
ル
作
戦
の
成
功
の
可
能
性
に
備
え
、
外
務
省
保
約
局
に
お
い
て
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
に
か
ん
す
る
見
解
が
確

認
さ
れ
た
。
四
四
年
四
月
一
四
日
附
「
印
度
俵
政
府
解
消
自
由
印
度
正
式
政
府
樹
立
に
闘
す
る
件
」
(
津
田
廉
三
大
使
愛
重
光
葵
外
務
大
臣
宛
)
、
お

よ
び
同
一
七
日
「
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
承
認
問
題
に
闘
す
る
法
律
上
の
意
見
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

「
自
由
印
度
俵
政
府
承
認
の
一
帝
圏
整
明
に
『
こ
れ
を
自
由
印
度
懐
政
府
と
し
て
承
認
』
す
、
と
あ
る
は
、
す
く
な
く
と
も
法
律
上
は

車
に
『
自
由
印
度
債
政
府
』
な
る
名
稿
を
有
す
る
一
の
圏
瞳
を
承
認
す
る
こ
と
を
一
意
味
す
る
に
す
ぎ
ず
し
て
、
こ
れ
を
園
際
法
上
の
偲
政
府
と

(
お
)

し
て
承
認
す
る
の
意
味
を
有
せ
ざ
る
も
の
(
傍
貼
引
用
者
〉
と
解
す
べ
き
も
の
な
る
慮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
は
従
来
の
見
解
を
確
認
し
た
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
従
来
の
承
認
が
園
際
法
上
の
俵
政
府
承
認
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
改
め

ま
ず
、

- 47ー

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
バ

l
ル
作
戦
が
成
功
し
、
も
し
イ
ン
ド
領
内
に
イ
ン
ド
園
民
軍
が
入
り
、
自
由
イ
ン
ド
俵
政
府
に
よ
っ
て
自
由
印
度
園
が
成

(
m
m
)
 

立
し
た
場
合
、
ど
う
す
る
か
。
こ
の
場
合
に
は
二
つ
の
方
式
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

① 

日
本
園
政
府
が
自
由
印
度
園
の
濁
立
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、

「
こ
れ
と
正
式
の
園
交
を
開
始
す
る
こ
と
嘗
然
な
る
べ
く
、
車
に
そ
の

② 
領
土
に
罰
す
る
日
本
軍
の
準
駐
を
合
法
化
す
る
た
め
の
み
に
て
も
、
こ
れ
と
篠
約
を
設
定
す
る
を
要
す
。
」

自
由
印
度
園
を
濁
立
さ
せ
な
い
で
「
自
由
印
度
政
府
」
の
承
認
を
行
な
う
場
合
に
は
、
「
法
律
上
に
お
い
て
は
『
自
由
印
度
偲
政
府
』

な
る
圏
瞳
の
名
稿
が
『
自
由
印
度
政
府
』
と
襲
更
せ
ら
れ
、
一
帝
園
政
府
に
於
い
て
は
そ
の
事
買
を
承
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ

245 

ず。」



246 

イ
ン
パ

1
ル
作
戦
後
、
イ
ン
ド
圏
内
に
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
が
入
っ
た
場
合
、
自
由
印
度
園
を
濁
立
さ

せ
る
か
、
そ
れ
と
も
濁
立
さ
せ
ず
に
「
『
自
由
印
度
債
政
府
』
な
る
圏
韓
の
承
認
」
を
「
『
自
由
印
度
政
府
』
な
る
園
韓
の
承
認
」
と
饗
更
す
る

す
な
わ
ち
外
務
省
の
レ
ベ
ル
で
は
、

だ
け
で
や
っ
て
い
く
か
は
決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

次
に
第
三
段
階
は
イ
ン
パ

i
ル
作
戦
敗
北
後
(
四
四
年
七
月
〉
か
ら
敗
戦
ま
で
の
約
一
年
間
で
あ
る
。

磯
内
閣
に
替
わ
っ
た
。
四
四
年
一
一
月
に
お
け
る
外
務
省
の
見
解
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
東
傑
内
閣
は
崩
壊
し
、
小

日
本
の
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
承
認
は
、
「
園
際
法
上
の
所
謂
『
政
府
の
承
認
』
と
は
稿
し
難
き
も
、
一
帝
園
政
府
が
右
聾
明
〈
四
三
年
一

O
月

一
一
一
一
一
日
の
承
認
啓
明
の
こ
と
l
引
用
者
)
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
自
由
印
度
債
政
府
な
る
も
の
を
一
個
の
濁
立
の
圏
瞳
と
し
て
認
め
た
る
も
の

(

m

ω

)

 

な
る
こ
と
は
疑
問
の
品
跡
地
な
き
と
こ
ろ
な
り
。
」

一
方
、
こ
の
承
認
問
題
に
闘
す
る
植
密
院
の
論
議
を
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
想
定
問
答
集
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

(
但
)

は
右
の
外
務
省
見
解
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
以
下
、
問
答
集
を
引
用
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
政
府
見
解

- 48-

「
擬
問

さ
き
に
『
ボ

l
ス
』
を
首
班
と
す
る
自
由
印
度
俵
政
府
の
成
立
に
際
し
、

一
帝
国
政
府
は
客
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
こ
れ
を
自
由
印
度

偲
政
府
と
し
て
承
認
す
る
旨
聾
明
し
た
る
が
、
右
承
認
の
性
質
如
何
。

一
帝
園
政
府
の
右
聾
明
は
、
園
際
法
上
の
所
謂
政
府
の
承
認
の
性
質
を
有
す
る
も
の
な
り
。
」

擬
答

た
だ
し
、
自
由
イ
ン
ド
傾
政
府
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
る
べ
き
園
家
は
目
下
完
成
途
上
に
あ
る
濁
立
印
度
で
あ
る
と
し
、
遠
か
ら
ず
、
あ
る
範
園

の
領
土
保
有
を
期
待
で
き
る
か
ら
、
「
戦
時
の
特
例
と
し
て
自
己
の
領
土
を
追
わ
れ
た
る
所
調
亡
命
政
権
が
猶
一
般
に
そ
の
存
在
を
容
認
せ
ら

不
完
全
な
が
ら
、

れ
お
る
貫
情
と
照
合
し
、

一
躍
園
家
と
し
て
観
念
し
て
然
る
ベ
し
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
答
が
貫
際
に
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
だ
が
ボ

1
ス
政
権
を
亡
命
政
権
と
同
じ
特
例
と
す
る
見
解
も
政
府
部
内
に

あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。



第
四
章

ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
パ
ル
諸
島
の
イ
ン
ド
領
土
化
に
つ
い
て

自
由
イ
ン
ド
懐
政
府
の
合
法
性
と
関
係
の
深
い
の
が
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
問
題
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
園
家
が
成
立
す
る

た
め
に
は
園
土
、
園
民
、
統
治
機
構
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
園
民
軍
裁
剣
の
鼎
護
側
論
述
で
も
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
が
領
土
を
持
っ
た
こ
と

が
そ
の
合
法
性
の
根
擦
の
一
つ
と
な
っ
た
。
南
島
に
つ
い
て

一
般
に
は
一
九
四
三
年
一
一
月
五
日
、
六
日
の
南
日
に
聞
か
れ
た
大
東
直
舎
議

に
お
い
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
ボ
l
ス
の
演
説
に
感
銘
し
た
東
篠
首
相
が
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
パ
ル
の
イ
ン
ド
領
土
化
を
み
と
め

た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
決
定
内
容
は
「
目
下
一
帝
圏
軍
に
お
い
て
占
領
中
の
印
度
領
た
る
『
ア
ン
ダ
マ
ン
』
諸
島
及
び
『
ニ
コ
バ
ル
』
諸
島
を

(
m
M
〉

近
く
自
由
印
度
俵
政
府
に
開
属
せ
し
む
る
の
用
意
あ
る
旨
を
、
本
一
一
月
六
日
の
大
東

E
曾
議
の
席
上
に
於
て
宣
明
す
る
こ
と
と
す
」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
貫
際
こ
の
決
定
は
一
一
月
六
日
午
前
の
持
ち
回
り
連
絡
曾
議
と
い
う
異
例
の
方
法
で
以
下
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
お
り
、

A

一品

「
本
件
は
今
決
『
ボ
l
ス
』
上
京
、
首
相
と
の
舎
議
の
際
『
ボ
l
ス
』
よ
り
『
ア
ン
ダ
マ
ン
』

『
ニ
コ
パ
ル
』
に
印
度
偲
政
府
一
部
の
該

- 49-

な
決
定
だ
っ
た
と
の
風
評
を
裏
付
け
て
い
る
。

地
準
出
を
認
め
ら
れ
た
き
旨
申
し
出
あ
り
た
る
に
端
を
設
し
、
大
東

E
舎
議
第
一
日
席
上
の
空
気
よ
り
六
日
朝
に
至
り
、
突
如
総
理
お
よ

び
海
軍
大
臣
の
熱
望
に
よ
り
本
日
舎
議
終
了
に
際
し
、
宣
明
す
べ
き
旨
護
議
し
、
持
ち
回
り
に
て
午
前
十
時
決
定
上
奏
御
裁
可
を
経
た

(

お

〉り。」

か
く
し
て
、

四
三
年
十
一
月
六
日
の
大
東
直
舎
議
の
席
上
、

ア
ン
ダ
マ
ン
・

一
コ
パ
ル
諸
島
を
近
く
自
由
印
度
傾
政
府
に
婦
層
せ
し
め
る
用

意
が
あ
る
と
東
傑
首
相
は
護
表
し
た
の
だ
っ
た
。

ま
た
別
史
料
に
よ
れ
ば
、

「
侵
政
府
承
認
の
問
題
研
究
さ
れ
お
り
た
る
嘗
時
よ
り
、

(ボ
l
ス
氏
お
よ
び
日
本
側
の
)

一
部
に
は
承
認
の
前
提
と
し
て
、

ア
ン
ダ
マ
ン

247 

ニ
コ
パ
ル
諸
島
を
同
政
府
の
領
土
と
せ
し
め
、
以
て
同
政
府
の
承
認
を
し
て
国
際
法
上
正
常
の
承
認
の
賞
あ
ら
し
め
ん
と
す
る
着
想
存
し
お
り
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(

担

〉

た
る
と
こ
ろ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
俵
政
府
承
認
が
園
家
の
存
在
し
な
い
政
府
の
承
認
で
あ
り
、
園
際
法
上
正
式
な
も
の
で
あ
り
え

な
い
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
い
さ
さ
か
で
も
賀
質
的
な
も
の
に
近
附
け
よ
う
と
す
る
行
震
が
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
の
南
島
の
領
土

化
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
史
料
か
ら
見
ら
れ
る
と
お
り
、
ボ
l
ス
は
積
極
的
な
申
し
出
を
し
て
お
り
、
ボ
l
ス
自
身
、
自
由
イ
ン
ド
霞
政
府
が

ま
だ
根
援
薄
弱
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
根
援
あ
ら
し
め
る
べ
く
努
力
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

「
近
く
自
由
印
度
偲
政
府
に
掃
属
せ
し
む
る
用
一
意
あ
る
(
傍
貼
引
用
者
ど
と
い
う
決
定
に
従
い
、

と
こ
ろ
で
、

質
際
の
移
譲
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
閲
し
て
、

(
お
)

四
三
年
一
一
月
一
一
日
附
の
、
以
下
の
史
料
が
外
務
省
に
蔑
さ
れ
て
い
る
。

1 

差
嘗
り
、
雨
諸
島
の
軍
政
は
撤
慶
せ
ざ
る
の
建
前
を
取
る
こ
と

3 

右
魔
書
一
に
於
い
て
、

定
め
、
其
の
権
限
に
閲
す
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

現
地
軍
司
令
官
と
自
由
印
度
偲
政
府
主
班
と
の
聞
の
了
解
と
し
て
一
の
魔
え
書
き
を
作
成
す
る
こ
と

恒
政
府
主
証
は
軍
司
令
官
の
認
許
を
以
て
爾
諸
島
に
於
け
る
民
政
〈
一
般
行
政
〉
を
執
行
す
る
も
の
な
る
旨
を

- 50-

2 4 

右
究
書
作
成
に
付
い
て
は
、
圏
内
法
制
上
の
手
績
き
を
経
る
を
要
せ
ざ
る
べ
き
こ
と
。

す
な
わ
ち
ア
ソ
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
は
現
地
司
令
官
と
自
由
印
度
骸
政
府
の
主
班
た
る
ボ

l
ス
と
の
費
書
に
よ
り
軍
政
鹿
止
の
建
前
は
取

る
。
し
か
し
そ
れ
は
日
本
圏
内
法
上
の
手
績
き
は
鰹
な
い
。
そ
の
理
由
は
「
雨
諸
島
に
お
け
る
一
帝
園
の
軍
政
を
即
時
撤
麗
し
、
こ
れ
を
自
由
印

(お〉

度
傾
政
府
に
最
終
的
に
蹄
属
せ
し
め
る
の
方
式
を
取
る
こ
と
は
差
蛍
り
不
可
能
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
濁
立
前
の
ピ
ル
マ
の
バ

l
モ
ウ
に
封
し

た
よ
う
に
「
法
律
上
は
ま
っ
た
く
軍
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
既
に
一
帝
一
園
に
お
い
て
自
由
印
度
恒
政
府
の
成
立
を
認
め
得
る
以

上
、
安
嘗
に
非
ざ
る
べ
し
」
、

す
な
わ
ち
、

濁
立
前
の
パ

l
モ
ウ
の
よ
う
に
は
扱
え
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
他
の
地
域
に
お
け
る

「軍

の
占
領
地
行
政
に
お
い
て
住
民
機
闘
を
活
用
し
て
い
る
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
な
し
」
と
い
う
解
樺
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
究
書
が
、
質
際
の
軍
政
は
麗
し
な
い
、
圏
内
の
法
制
上
の
手
積
き
を
取
る
必
要
が
な
い
、
と
し
た
貼
、
ま
た
「
有
数
期
聞
な
ど
に



(
日
出
〉

閲
す
る
規
定
は
、
こ
れ
を
設
け
.
さ
る
こ
と
」
と
し
た
貼
は
問
題
を
含
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
四
四
年
二
一
月
二

O
日
で
も
こ
の
扶
態
は
愛
わ
っ
て

い
な
い
。
こ
の
時
作
ら
れ
た
想
定
問
答
集
は
依
然
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
て
、
南
諸
島
は
自
由
印
度
信
政
府
に
掃
属
さ
れ
て
い
な

vv 

「
目
下
一
帝
園
軍
に
お
い
て
占
領
中
の
印
度
領
た
る
『
ア
ン
ダ
マ
ン
』
諸
島
及
『
ニ
コ
バ
ル
』
諸
島
を
近
く
〈
傍
黙
引
用
者
)
自
由
印
度
偲
政

(
叫
叫
)

府
に
鯖
属
せ
し
む
る
旨
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
る
次
第
・
・
・
・
:
。
」

す
な
わ
ち
、
ア
ソ
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
パ
ル
諸
島
は
最
終
的
に
正
式
移
管
に
至
ら
ず
し
て
、
日
本
の
敗
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

第
五
章

信
任
肢
に
つ
い
て

自
由
イ
ン
ド
慢
政
府
に
は
外
務
省
か
ら
四
五
年
二
月
着
任
の
蜂
谷
輝
雄
公
使
が
涯
遁
さ
れ
た
。

正
式
の
外
交
使
節
涯
遣
は
自
由
イ
ン
ド
恒
政

府
の
合
法
性
を
示
す
謹
左
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
蜂
谷
公
使
は
外
交
官
が
任
地
に
赴
く
と
き
嘗
然
捕
え
て
い
る
べ
き
信
任
肢
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。
法
に
詳
し
い
ボ
l
ス
は
た
ち
ま
ち
こ
れ
を
見
破
り
、
信
任
肢
を
持
た
な
い
公
使
は
正
式
の
公
使
で
は
な
い
と
し
て
面
舎
を
拒
否

し
、
信
任
肢
を
至
急
到
着
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
信
任
肢
は
結
局
到
着
し
な
い
う
ち
に
、
日
本
の
敗
戦
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
の

イ
ン
ド
園
民
軍
裁
判
で
、
ピ
ル
マ
大
使
、
及
び
外
務
衣
官
を
歴
任
し
た
津
田
康
三
は
信
任
肢
に
燭
れ
、
四
五
年
五
月
に
信
任
朕
護
行
の
決
定
が

(

ぬ

〉

な
さ
れ
、
天
皇
の
裁
可
も
仰
い
で
い
る
。
し
か
し
交
通
の
便
が
悪
く
、
目
的
地
に
着
か
な
い
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
た
、
と
謹
言
し
た
。
果
た
し

- 51ー

て
信
任
献
は
迭
ら
れ
た
の
か
。

外
交
使
節
が
迭
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
経
緯
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
四
三
年
一
一
月
五
日
、
大
東
E
舎
議
出
席
の
た
め
、
来
日
し
た
ボ
l
ス
が

要
求
し
た
の
は
次
の
二
酷
で
あ
っ
た
。

1 

光
機
関
の
改
造
と
外
交
使
節
の
涯
遣

劃
イ
ン
ド
進
攻
作
戦
の
急
速
な
賓
施

249 

2 
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14+AF
、

そ
の
理
由
は
、 イ

ン
ド
園
民
軍
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
光
機
闘
を
単
な
る
ミ
リ
タ
リ
ー
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
改
編
あ
る
い
は
解
散
さ
せ
る
。
園
民
軍

と
日
本
軍
の
連
絡
は
「
外
交
使
節
」
を
、
通
じ
て
行
い
、
南
方
組
軍
、
お
よ
び
ビ
ル
マ
方
面
軍
と
は
直
接
交
渉
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

a
、
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
と
園
民
軍
に
た
い
し
、
光
機
闘
が
あ
ま
り
に
干
渉
し
す
ぎ
る
、

b
、
軍
内
部
で
光
機
関
の
謹
言
力
が

(
ω
)
 

の
二
黙
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
側
の
意
向
を
南
方
軍
に
反
映
で
き
な
い
、

弱
い
か
ら
、

さ
ら
に
イ
ン
パ

l
ル
作
戦
の
敗
北
後
、

「
封
印
進
攻
作
戦
貧
施
前
よ
り
既
に
悪
化
の
一
路
に
あ
り
し
光
機
関
と
恒
政
府
お
よ
び
印
度
園
民
軍

と
の
関
係
は
、
右
作
戦
の
失
敗
に
よ
り
て
牧
拾
し
得
ざ
る
朕
況
に
陥
り
、
:
:
:
『
ボ

1
ス
』
氏
は
屡
次
来
朝
の
希
望
を
表
明
せ
る
も
、
陸
軍
就

中
現
地
陸
軍
機
関
は
同
氏
の
来
朝
を
喜
ば
ず
、
之
を
阻
止
し
た
る
も
、
小
磯
内
閣
成
立
す
る
に
及
び
、
新
内
閣
と
協
議
す
る
た
め
漸
く
『
ボ
l

(
4
)
 

一
九
四
四
年
一
一
月
東
京
に
到
着
せ
り
。
」

ス
』
氏
の
来
朝
を
見
る
に
至
り
、

以
下
の
外
務
省
史
料
も
同
様
に
ボ
l
ス
と
光
機
関
の
関
係
悪
化

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

イ
ン
パ
l
ル
作
戦
敗
北
後
、

「
光
機
関
と
自
由
印
度
恒
政
府
と
の
摩
擦
甚
だ
し
く
、
こ
の
ま
ま
に
て
推
移
せ
ん
か
、

『ボ
l
ス
』
に
於
い
て

- 52ー

首
席
の
地
位
を
放
棄
す
る
危
険
さ
え
存
し
た
る
を
以
て
、
重
光
外
相
は
こ
れ
を
憂
慮
し
、
局
面
打
開
に
苦
慮
し
、
結
局
陸
軍
側
を
説
得
し
て
自

(

必

)

由
印
度
傾
政
府
に
た
い
し
、
特
命
全
権
公
使
を
涯
遣
す
る
こ
と
と
な
れ
り
」
。
自
由
イ
ン
ド
恒
政
府
「
承
認
」
は
四
三
年
一

O
月
二
三
日
で
あ

り
、
特
命
全
権
公
使
涯
遣
は
四
四
年
一
一
月
で
買
に
一
年
以
上
経
過
し
て
い
た
。

〈

必

)

こ
れ
を
決
定
し
た
の
は
四
四
年
一
一
月
一
二
日
の
最
高
戦
争
指
導
舎
議
で
あ
る
。
そ
の
報
告
第
七
読
は
以
下
の
よ
う
に
こ
れ
を
記
し
た
。

「
印
度
偲
政
府
指
導
に
闘
す
る
件

一
一
帝
園
政
府
は
外
交
代
表
を
印
度
偲
政
府
に
波
遣
す

二
印
度
施
策
に
関
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
、
大
本
営
こ
れ
に
任
じ
、
関
係
各
機
闘
こ
れ
に
協
力
す

三
第
一
項
の
外
交
代
表
は
、
印
度
施
策
に
闘
し
大
本
営
印
度
施
策
機
関
の
匝
庭
を
受
く
る
も
の
と
す
」

こ
の
議
題
が
「
印
度
偲
政
府
指
導
に
闘
す
る
件
」
で
あ
っ
て
、

「
自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
へ
の
外
交
代
表
涯
遁
に
闘
す
る
件
」

で
な
い
こ
と



は
、
外
交
代
表
が
大
本
管
印
度
施
策
機
関
の
「
匝
慮
」
を
受
け
る
と
さ
れ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
匝
慮
」
と
は
、
指
揮
系
統

に
お
い
て
そ
の
下
に
入
る
と
い
う
意
味
だ
っ
た
か
ら
、
公
使
が
光
機
関
長
の
命
令
下
に
入
る
と
い
う
、
奇
妙
な
次
第
だ
っ
た
。
つ
ま
り
「
慢
政

府
側
よ
り
交
換
的
に
外
交
使
節
の
涯
遣
を
受
く
る
こ
と
に
な
り
お
ら
ず
、
営
方
と
し
て
は
正
式
の
外
交
関
係
の
設
置
に
は
あ
ら
ざ
る
建
前
を
取

ハ
H
H
)

し
た
が
っ
て
本
件
公
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
る
蜂
谷
輝
雄
公
使
は
陛
下
の
御
信
任
肢
を
摘
行
せ
ざ
り
し
も
の
」
と
な
っ

り
お
り
た
る
衣
第
に
し
て
、

た
の
で
あ
っ
た
。

「
正
式
の
外
交
関
係
の
設
置
に
あ
ら
ざ
る
」
外
交
使
節
の
涯
遣
と
い
う
、
奇
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
ピ
ル
マ
に
は
津
田
廉
三
大
使
が
涯
遣
さ
れ
て
い
る
の
に
、
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
に
は
何
故
か
公
使
の
涯
遁
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

を
蜂
谷
輝
雄
公
使
の
も
と
に
一
等
書
記
官
と
し
て
着
任
し
た
柿
坪
正
義
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
イ
ン
ド
に
闘
し
て
は
光
機
闘
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
光
機
関
長
は
磯
田
中
将
で
し
た
。
大
使
は
中
将
よ
り
ス
テ
イ
タ
ス
が
上
な

(

必

)

の
で
す
。
だ
か
ら
公
使
な
ら
い
い
が
大
使
は
涯
遣
で
き
な
い
の
で
す
。
」

信
任
賦
は
結
局
届
い
た
の
で
す
か
?
」

橿
密
院
に
か
け
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
届
く
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

(

組

制

〉

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
外
務
省
に
は
以
下
の
記
録
が
存
在
す
る
。

「
質
問

「
柿
坪

- 53ー

「
匝
慮
」
と
は
そ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
。
柿
坪
の
謹
言
を
も
う
少
し
積
け
よ
う
。

「
一
帝
園
政
府
は
御
信
任
肢
に
あ
ら
ざ
る
園
書
を
準
備
し
て
、
之
が
提
示
方
議
定
し
お
り
た
る
も
、
右
に
至
ら
ず
し
て
、
終
戦
を
見
た
り
。
」

結

歪五
ロロ

自
由
イ
ン
ド
偲
政
府
は
、
も
し
そ
の
合
法
性
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
車
産
の
な
い
政
府
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
困
難
で
あ
る
。

日
本
政
府

は
「
『
自
由
印
度
俵
政
府
』
と
い
う
名
稽
の
圏
瞳
」

と
し
て
承
認
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

251 

ず
、
外
交
使
節
は
正
式
信
任
紋
を
持
た
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

ア
ン
ダ
マ
ン

・
ニ
コ
パ
ル
は
結
局
正
式
移
管
を
せ

そ
の
こ
と
は
ボ

l
ス
が
日
本
の
健
俄
で
あ
っ
た
と
か
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
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ぃ
。
合
法
性
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

ボ
l
ス
来
日
後
の
信
政
府
設
立
問
題
が
、

イ
ン
ド
園
民
軍
の
地
位
を
モ

l
ハ
ン
・
シ
ン
時
代
の
そ
れ
と

い
み
じ
く
も
例
と
し
て
翠
げ
た
第
一
次
大
戦
中
の
ア

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
引
き
上
げ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
ま
た
ボ

l
ス
に
し
て
も
、

イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
の
よ
う
に
、
こ
れ
が
嘗
面
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
園
家
成
立
後
に
経
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
力
黙
を
置
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
嘗
面
の
役
割
と
は

① 

圏
内
の
民
族
運
動
の
政
治
要
求
の
集
約
貼
で
あ
る
恒
政
府
を
い
ち
早
く
質
現
さ
せ
る
こ
と
。
し
か
も
ヒ
ン
ド
ゥ

1
・
ム
ス
リ
ム
が
共
存
す

る
統
一
政
府
と
し
て
象
徴
的
に
賓
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
濁
立
園
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
統
一
園
家
と
し
て
定
着
さ
せ
、
民
族
運
動
の
目
標
を
確
立

す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
勃
設
と
と
も
に
撞
頭
し
つ
つ
あ
り
、

と
り
わ
け
ク
リ
ッ
プ
ス
提
案
以
後
、
現
貫
性
を
持
ち
は
じ
め

て
き
て
い
た
分
離
猫
立
案
|
|
パ

l
キ
ス
タ
ー
ン
ー
ー
か
ら
現
貫
性
を
奪
う
こ
と
。

沈
滞
し
か
け
た
ク
ィ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
圏
内
の
民
族
運
動
に
た
い
し
、
一
種
の
二
重
指
導
部
の
中
心
と
し
て
刺

激
と
指
針
を
興
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め
彼
は
、
こ
の
間
ガ
ン
デ
ィ
!
と
決
し
て
封
決
せ
ず
、
獄
中
の
非
合
法
舎
議
振
指
導
部
と
不
即
不
離
の
補

② 

- 54ー

完
的
指
導
部
を
以
て
み
ず
か
ら
任
じ
た
の
で
あ
る
。

③ 

東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
人
、

お
よ
び
イ
ン
ド
兵
に
生
命
、
財
産
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
園
人
の
拭
態
を
考

え
れ
ば
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。

日
本
軍
の
内
部
で
も
、
自
由
イ
ン
ド
債
政
府
に
は
合
法
性
の
な
い
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
の
人
は
気
付
か
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
飯
政
府
と
い
う
虚
構
は
イ
ン
ド
濁
立
連
盟
で
は
持
ち
得
な
か
っ
た
強
制
力
を
持
っ
て
、
日
本
軍
に
た
い
し
、
イ
ン
ド
園
民
軍
の

地
位
を
寅
質
的
に
引
き
上
げ
る
数
果
が
あ
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
人
に
た
い
し
て
は
、
日
本
軍
を
背
景
に
一
定
の
権
力
を
持
ち
、
ま
さ

に
偲
政
府
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
た
。
自
由
イ
ン
ド
恒
政
府
の
設
立
は
ボ

l
ス
に
と
っ
て
は
イ
ン
ド
圏
内
の
民
族
運
動
の
政
治
課
題
の

い
ち
早
い
寅
現
で
あ
り
、
同
時
に
圏
内
の
運
動
指
導
部
の
失
わ
れ
た
中
で
の
司
令
部
の
設
立
で
も
あ
っ
た
が
、
結
果
論
と
し
て
み
れ
ば
、
む
し

ろ
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
イ
ン
ド
人
達
の
要
求
や
権
利
を
守
る
組
織
と
な
っ
た
側
面
の
方
が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
貫

現
に
よ
り
、
戦
後
の
民
族
運
動
(
曾
議
汲
)
の
な
か
に
ボ

l
ス
の
位
置
と
指
導
性
を
再
生
す
る
こ
と
が
お
そ
ら
く
見
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ



最
後
に
、

ぅ
。
し
か
し
こ
れ
は
終
戦
直
後
の
ボ

l
ス
の
死
に
よ
っ
て
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
。

「
園
際
戦
争
と
は
園
家
問
、
あ
る
い
は
園
家
と
戦
争
行
震
の
た
め
に
国
家
と
し
て
扱
わ
れ
る
協
同
盟
も
し
く
は
園
瞳
と
の
聞
で
武

力
を
も
ち
い
て
行
な
わ
れ
る
争
い

の
こ
と

」
(
u
r
r
C
H
Z
F
。
2
2

ミ
L
g
h
q
g
h凡

g
aNhhHE〉
と
い
う
設
を
と
る
な
ら
、

ボ
l
ス
の
自
由
イ

ン
ド
俵
政
府
は
ま
さ
に
「
戦
争
行
魚
の
た
め
に
園
家
と
し
て
扱
わ
れ
る
圏
瞳
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
戦
争
を
行
な
う
園
家
は
、

ウ
ィ

(

幻

)

l
ト
ン

の
読
に
よ
っ
て
も
必
ず
し
も
完
全
な
主
権
園
家
で
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
賭
だ
け
か
ら
み
る
な
ら
ボ

l
ス
の
行
震
は
か

な
ら
.
す
し
も
園
際
法
に
違
反
し
た
戦
争
行
震
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
イ
ン
ド
園
民
裁
判
に
お
い
て
、
詮
人
と
し
て
喚
問
さ
れ
た
日
本
人
た
ち
の
謹
言
は
、
自
由
イ
ン
ド
侵
政
府
が
合
法

性
を
持
つ
と
捧
護
し
た
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
イ
ン
ド
園
民
軍
に
加
揺
し
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
、
驚
く
べ
き
政
治
的
な
謹
言
で
あ
っ
た
。
日
本

の
ア
ジ
ア
へ
の
心
情
的
共
感
が
個
人
的
レ
ベ
ル
で
は
存
在
し
な
が
ら
、
政
策
と
な
ら
な
か
っ
た
、
罪
滅
ぼ
し
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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S
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豆
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件
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包
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F
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ω
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円
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ロ

ζ
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回
目
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ω
r曲目H
・
ロ
己
E-

]戸市V
色町.句司・

]
F
A

匹。ll
H

品叩・

(
2
〉
た
と
え
ば
丸
山
静
雄
『
イ
ン
ド
園
民
軍
ー
ー
も
う
一
つ
の
太
卒
洋
戦

争
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
五
年
。

(
3
〉
イ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
資
料
に
依
援
し
た
イ
ン
ド
圏
民
軍
と
イ

ン
ド
民
族
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
長
崎
暢
子
『
イ
ン
ド
濁
立

|
|
逆
光
の
な
か
の
チ
ャ
ン
ド
ラ

・ボ
1
ス
』
朝
日
新
聞
位
、
一
九
八

- 55ー

九
年
参
照
。

(

4

)

こ
の
迭
に
つ
い
て
は
、
長
崎
暢
子
編
『
南
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
と
日

本
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八

O
年
参
照
。

(
5
〉
の
宮
司
ロ

-4・
z・
。
ニ
句
『
ミ
ミ
帆
言
。
雪
苦

SνJ
の
ECURq-

岡山『白骨
O
L
-
-
H
由日
U

・里山口。出向同
O
L
-
-
]
戸由自仏・官
-

H
∞N
・

(

6

)

。
3
巳
・
町
内
・

ω--HE法
お
お
同
誌
礼
儀

WMV2HhhRW同町内』向。
H話、詰町、
"
h
S
阿久

Ha

入山旬帆
np
円、同
F
R
P
H
E斗・司・

2
・

(

7

)

ラ
l
シ
ュ
・
ピ
ハ

l
リ
I
・ポ
l
ス
に
つ
い
て
は
長
崎
暢
子
「
ラ
l

シュ

・
ピ
ハ
リ
・

ポ
l
ス
考
」
、
田
中
宏
編
『
日
本
軍
政
と
ア
ジ
ア
の

民
族
運
動
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

一
九
八
三
年
所
枚
参
照
。

ハ
8
〉
「
『
ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
』
取
り
扱
い
要
領
に
関
す
る
件
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(

1

)

昭
和
一
八
年
四
月
一
七
日
陸
海
外
決
定
」、

参
謀
本
部
編
『
杉

山
メ
モ
〈
下
〉
』
原
書
房
、
一
九
八
九
年
、
三
九
七
頁
。

(

9

)

外
務
省
史
料
「
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件
印
度
問
題
第
二
次
大

戦
中
に
お
け
る
我
が
封
印
度
施
策
経
緯
三
宅
喜
二
郎
元
大
使
寄
贈
史

料
昭
和
五
二
年
六
月
」
〉
|
吋
1
1
0
0
l
∞
1
巴
・

(m〉
同
右
。

(
孔
)
第
二
次
大
戦
関
係
文
書
イ
ン
ド
省
史
料
館

阿久
者
ω¥同¥広
ωω

一

九
四
三
年
一

O
月
一
五
日
。

(
ロ
)

玄
O
B
O『
曲
目

ιロ
a
r
u、
ω・
。
・
∞
g
p
図
。
ュ
5
・
〉
同
》
門
戸
由
-
H
E
Y

〈
。
吾
・
』
o
E
g
g
-
H
a
b
Q
S
H
Z
F
S
え
割
、
。
、
E

司

R

z
o
d司
ロ
己
E
.
呂
田
ア
官
官
・
∞
タ
∞
由
同
・
ま
た
ド
イ
ツ
と
ボ
l
λ

に
つ
い
て

は
以
下
も
参
照
。

Z
Eロ2・
P
A
E
P
-
-
F
2
2
U
8
5
2
r
-
メ
H
0

2
z
r
h
2
0
r
=口
宏
司
0
5

己
E
a
o
z
g
n
o
(
S
S
l
h
N
)
J

NNS
E
w
n句
、
VN旬
同
三
若
丸
偽
NQ
礼

gh円
札
恥
宮
内
。
号
、
、
内
ヨ
s
n
同
N
b
p
.
Z。

也
白

(
0
2
0
r『
0
・
H
SAC
-

森
瀬
晃
士
口
「
チ
ャ
ン
ド
ラ

・
ボ
l
ス
の
イ

ン
ド
濁
立
闘
争
と
日
濁
伊
三
園
同
盟
|
|
第
二
次
世
界
大
戦
と
民
族

解
放
運
動
」
、
軍
事
史
拳
舎
編
『
第
二
次
世
界
大
殿
||
設
生
と
抜
大

l
l
i
』
錦
正
祉
、
一
九
九

O
年
所
枚
。

(
日
〉
長
崎
暢
子
『
イ
ン
ド
濁
立
』
前
掲
、
一

O
一一一頁。

(

U

)

の
ω口問
M
E
O
》
ご
。
、
・
円
札
F
-
H
y
i
z
・

(お〉

「第
二
次
大
戦
中
に
お
け
る
我
が
封
印
度
施
策
経
緯
」
、
脱
出
。

(
日
)
外
務
省
史
料

一
九
四
三
年
九
月
二
五
日
バ
ン
コ
ク
坪
上
大
使
妥

(
浅
田
参
事
官
よ
り
)
重
光
葵
外
相
宛
電
第
二
二
九
鋭
、
部
外
紹
針
極

秘
、
「
『
ス
パ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ポ
l
ス
』
の
自
由
印
度
候
政
府
樹
立

関
係
」
〉
|
吋
g
l
s
u
l
N
・

〈
げ
〉
同
右

〉
1
8
0
l
u
S
I
N
-

(
日
〉
こ
の
他
に
ロ
ン
ド
ン
に
は
亡
命
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ

ア
キ
ア
、
ュ

l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
の
東
欧
・
バ

ル
カ
ン
諸
園

政
府
が
あ
っ
た
。

(
刊
日
)
〉
1
8
0
|坦
N
由
l
N
・
脱
出
。

(

m

山
)
新
園
家
の
承
認
は
、
そ
の
意
志
を
直
接
外
部
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
形

で
明
白
に
表
示
す
る
明
示
的
承
認
と
、
明
白
に
承
認
の
意
志
は
表
示
し

な
い
が
、
一
定
の
好
意
を
逼
じ
て
開
接
に
承
認
の
一
意
志
が
外
部
か
ら
察

知
さ
れ
る
よ
う
に
行
な
う
歎
示
的
承
認
と
が
あ
る
。
田
端
茂
二
郎
『
園

際
法
(

2

)

』
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
、
一
七
四
、
一
八
二
頁
。
但
し

こ
の
場
合
が
後
者
に
該
賞
す
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
。

(
幻
)
「
『
ス
パ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
』
の
自
由
印
度
俵
政
府
樹
立
関

係
」
、
銃
出
。

(
辺
)
同
右
。

(
お
〉
同
右
。

(
泊
)
昭
和
一
八
年
一

O
月
九
日
大
本
営
政
府
蓮
絡
舎
議
決
定
。
た
だ
こ
こ

に
お
い
て
も
「
本
候
政
府
と
の
聞
に
は
正
式
園
際
関
係
を
愛
生
せ
し
め

さ
る
こ
と
、
勿
論
と
す
」
と
あ
る
。
『
杉
山
メ
モ
〈
下
〉
』
、
五

O
二

頁。

(
お
)
『
杉
山
メ
モ

〈下
〉』
、
脱
出
、
頁
五

O
九。

(
お
)
外
務
省
史
料
一
九
四
三
年
一

O
月
二
一
日
ラ
ン
グ
l
ン
褒
秘
密
暗

電
青
木
大
東
亜
大
臣
宛
津
田
康
三
大
使
〉
|
斗
l
its
-
u
S
I
N
-

(
幻
)
同
右
お
よ
び
堀
越
智
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
族
運
動
の
歴
史
』
三
省

堂
、
一
九
七
九
年
、
一
四
三
J
一
五
二
頁
。

(
お
)
外
務
省
史
料

「自
由
印
度
俵
政
府
承
認
問
題
に
関
す
る
法
律
上
の

- 56ー
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TWO GREAT CURRENTS OF THE STATECRAFT THOUGHT

　　　　　　

経世思想INLATE IMPERIAL CHINA

Ohtani Toshio

　　

This paper throws light on the ideological development of two great

schools of the statecraft thought, from the Opium War to the Revolution

of 1911 0ｒearly Republican China, referring to the reform of the civil

service examination system and the government　school administration

and to the publication of the collections of writings on　statecraft,　ｎｎｇ一

ｓhiｔｉｉｅｎｈｉａｎ経世文編.

　

One of the schools was the Gongyang statecraft

school公羊経世學, which was to have the idea of Confucius as an insti-

tutional reformer 孔子改制, the other was the yili statecraft school 義理経

世學, based on the Song philosophy.　Though they were in conflict from

the viewpoint of ideology, both of them alike insisted on the learning of

practical use to society.

　　

After the debacle of the reform movement by the Gongyang school in

1898, the Qing government, using the yili school, made an unsuccessful

attempt to consolidate the government ideologies, due to the Revolution.

While the warlord Peking government utilized the Gongyang school for

some time following the Revolution, from that time onwards Western

educational thoughts were popularized. However, the learning of practical

use, one of characterisitcs of the statecraft thought during the dynastic

period, has continued to date.

　　

SUBHAS CHANDRA BOSE AND THE PROVISIONAL

GOVERNMENT OF FREE INDIA DURING WORLD WAR II

Nagasaki Nobuko

　　

The Provisional Government of Free India, established as an upper

organization

　

of the Indian National Army which allied with Japanese

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



forces during World War n, has been viewed from two di任erentangles･

One viewpoint is that the Provisional Government was just ａｊＥyαぱひ

puppet in the hands of the Japanese, while the other no doubt justifiesit

to advocate an illustrativecontribution of Japan to the independence　of

Asian countries. The author positivelyinvestigates the actual process of

establishment of the Government, mainly based on archives in Ministry

of Foreign Affairs.

　　

It was not by　the　Japanese　but　by　Subhas　Chandra　Bose, who

became its leader, thatthe plan of establishingthe Provisional Government

was devised. He tried to keep his leadership at home by realizing the

establishment of government abroad, which had been the very issue of

domestic politicsin India. The Japanese, ０ｎthe other hand, may have

approved the Provisional Government, however, they regarded it as nothing

but“an organization called‘the Provisional Government of Free India'”.

　

Ａ STUDY ON‘SHENLIANG 紳糧’

the Local Elitein Sichuanduring

　　　　　

the Qing Period

Yamada Masaru

　　

The development of Sichuan during the Qing period, until the end

of the 18th century, made progress owing t０large numbers of immigrants

flowing into the region. An　ｅχplosive growth of the　population　and

complication of administrative　affairs　were　accordingly　brought about.

However, the structure of administrative ｅχpenditure and tａχcollection

that had been taking shape in the early Qing were almost permanently

maintained until the end of the dynasty, and they gradually began to be

unfitted

　

for

　

the

　

actual

　

condition

　

of

　

the

　

society. The　fixed　scale　of

administrative ｅχpenditures was relatively cut down in proportion to the

complication of administrative affairs｡

　　

The gongju 公局was established so that it might deal with the above-

mentioned problems. The gongju was an institutionalized supplement to

- ２－


